
A（有意義）         88％ 
B（どちらかといえば有意義）   12％ 
C（あまり有意義でない）      0％ 
D（有意義でない）      0％ 

★普段担当しない子育て支援について、様々なジャ
ンルの人達と話して、いろいろな視点の意見が聞
けてよかった。 

★演習を通してＮＰプログラムのエッセンスを体感
することができた。 

★今回の研修で、地域との関わり方や子育て支援に
ついて学ぶことができてよかった。 

★自己紹介から楽しくできたことで、打ち解けて話
ができた。難しいテーマだったが、意見を出し合
うことができてよかった。 

 

子育て世代の「つながり」は、地域の生涯学習の基盤に

なっていきます。家庭教育や子育て支援がさらに地域の中

で推進されるためにも、行政内の連携体制整備が求められ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

職 員 研 修 

有志指導者研修 

要 請 研 修 

 特定非営利活動法人きらりんきっずの活動について、代表理事の伊藤昌子氏に発表していた

だきました。子育て世代のパパママを支援する様々な取組や高校生や地域の方との交流イベン

トの様子などを紹介していただきました。子どもだけでなく、親の皆さんが仲間や地域とつな

がることができる場づくりの工夫や仕掛け方について学びました。 

藤井理華 氏 

実 施 日：令和４年 11月 29日（火） 

実施場所：大船渡市立三陸公民館 

受講者数：16名 

岩手県立生涯学習推進センター 

本研修講座は、家庭教育や子育てに携わる多様な機関との連携やつながりから地域づくりを考える機会と
し、ＮＰプログラム体験を通して、支援方法の実際について学ぶことを目的に開催しました。沿岸南部地区
の生涯学習を担当する職員や公民館職員を中心に 16名が受講しました。 

伊藤昌子 氏 

 ＮＰ認定ファシリテーターの藤井理華氏と事例発表者の伊藤昌子氏の２名に、ＮＰプ

ログラムの説明と演習の指導をしていただきました。アイスブレイクを取り入れた自己

紹介後、「体験学習サイクル」に基づいた話し合いをグループごとに行いました。演習

を通して、ＮＰプログラムが参加者同士のつながりづくりの機会というだけでなく、自

己肯定感の上昇や円滑な話し合いの手法としても効果的であることを学びました。 

関連付け 
なぜ起きたか 

体験 
できごと 

応用 
これからどうするか 

    認識 
何が起きたのか 


